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本論文は， 6 種類の自溶性ペレットと 2 種類の酸性ペレットを水素還元して得られた金属化鉄ペレ
ットの圧潰強度と還元中の組織変化，スエリング，還元温度ならびに塩基度などとの関連性を検討し
たものであり，得られた主な成果を要約すればつぎの通りである。
(1) ヘマタイト粒子中に成長するマグネタイトの形態は還元温度に依存することを示し，またウスタ
イトおよび金属鉄の核生成は粒子内部より生じるため，粒子は多孔質となること，また各還元段階
ではトポケミカル型反応は殆ど起こらないことを見いだしている。
(2) 従来用いられているスエリング測定法の利点，欠点などを詳細に検討して，通常の還元条件下で
は写真法が優れていることを明らかにしている。
(3) 等温還元中のスエリングの程度は一般に還元温度の上昇とともに増大し，このためペレット内の
粒子間結合は部分的に崩壊すること，またスエリングの温度依存性は塩基度が増大すると小さくな
ることを指摘している。
(4) 等温還元で得られた金属化鉄ペレットの圧潰強度は最大スエリングに大きく依存し，これが大き
くなると下ること，また還元温度の上昇とともに圧潰強度が下ることを鉄粒子微細組織の変化を調
べることによって明らかにしている。
(5) 昇温還元で得られた金属化鉄ペレットの場合には，へマタイトからマグネタイトへの還元段階が
低温で終了するため一般にスエリングの程度が小さくなることを見いだしている。そして，低温で
はカルシウムシリケートの方がカルシウムフェライトより強いことから，圧潰強度は塩基度 1 付近
最大になることを明らかにしでいる。
以上のように本論文は圧潰強度の高い金属化鉄ペレットを得るための還元条件を各還元段階におけ
る組織変化を詳細に調べて検討を加えることにより解明したもので，冶金工学上寄与するところが大
きい。よって本論文は，博士論文として価値あるものと認める。
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